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鴨川さんは主婦業のかたわら手ぬぐい

や布バッグを作っている。作品の特徴

は独特のデザインと色合い。カラフル

で楽しい図柄の手ぬぐいは一幅の絵画

作品として、パッと目をひく個性的な

ものばかりだ。タペストリーとして壁

に飾るファンも多いという。

例えば、玉ねぎを手に持つサルの親子

をデザインした手ぬぐい。鴨川さんの

住む比叡平は住宅地の周りに自然がいっ

ぱい残っている。サルやシカなどの動

物が現れることもあり、自宅のベラン

ダに干してあった玉ねぎをサルの親子

が取りに現れたことがあり、作品化した。

日常生活の中のユーモラスな一コマを

絵柄にした点も人気のもとだ。

今年の春には詩人・まどみちおさんの

個展で、まどさんが作詞した童謡「ぞ

うさん」をイメージした手ぬぐいなど

を共同制作・販売して話題になった。

手ぬぐいを作り始めたのは５年前。着

物を作っている友人の勧めがきっかけ

だった。

鴨川さんは女子美術大学

卒業後、東京芸術

大学大学院に

進んで版画を

専攻、主に銅版

画や絵本の制作

を手がけて「全国大

学版画展　買い上げ

賞」「ニッサン童話と絵本

のグランプリ　佳作賞」などを受賞し

た経歴の持ち主。手ぬぐいづくりにも、

そうしたキャリアではぐくんだ確かな

デッサン力や色づかいが生きている。

手ぬぐいづくりはまずデザインから。

納得できるまで何度も考え直し、この

工程に一番時間をかけるという。

完成したデザインは型紙に彫り込む。

切り抜いた部分から染料が通過して手

ぬぐいにデザインした絵が転写される

仕組みだ。この型彫は鴨川さんの一番

好きな作業で一気に仕上げる。

切り終わった型紙は「紗」と呼ばれる網

目状スクリーンにのりの役目をする「カ

シュー」で張り付ける。ピンと張らな

いと染料が漏れてしまう

が、カシューを紗につけ

ると紗が伸びてよれ

るため、きちんと張

るのが難しい。時間

をかけ過ぎると固まっ

てしまい、手間をか

けて彫ったところま

でつぶれるので、乾

き具合を手で確かめ

ながら手早く張って

いく。色選びにはパソコンを使い、染

めを経て１枚の手ぬぐいが完成する。

鴨川さんは県内外で作品展を開き、京都・

知恩寺の手作り市にも出店している。

鴨川さんの手ぬぐいには動物の絵柄が

がよく登場する。年末が近づくと翌年

の干支の手ぬぐいを制作しており、現

在トラの絵柄をデザイン中。将来の夢

は十二支のデザインの手ぬぐいで作品

展を開くこと。現在６作目まで完成、

夢はやっと折り返し地点だ。

（取材・鋒山）
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　　　　　　 ●TEL：077-529-8068

◆場所：ギャラリー風曜日
　　　 大津市仰木の里東7-9-17
　　　 TEL：077-573-4154
◆時間：11：00～17：00
（　　　　 ）

手ぬぐいと同柄の
ユニークな柄の布バッグも販売
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